



































































Ｋ・Ｔ 2１ Ｍ 179.0 6０ 
Ｍ・Ｎ 2０ Ｍ 165.0 7０ 
Ｙ・Ａ 5１ Ｍ 1６７．５ 6７ 
Ｔ・Ｍ 5３ Ｍ 161.0 ６２ 
Ｙ、０ 4６ Ｆ 154.0 6８ 
Ｓ・Ｋ 2５ Ｆ 1５４．０ 5２ 







































































































































































































































































































Ｉ...11■■ⅡI■ 400 200 
第２日目 第３日目
以上観察の結果から得られた開放病棟内に於ける被験者の行動領域は、休日、祝日で作業はなされ
なかったが、ＴＶ、娯楽室が約1500ｍ、食事、廊下、歩行等約２，０００ｍが主とした移動距離である。
移動位樋検出システムにより得られた、２４時間の総移雄庖離（表５による）は、Ｙ､Ｏ(f)46才3550
ｍ、歩数1,900歩､Ｓ・ＫＩｆ１２５才、6526ｍ、歩数、3260歩に対し、一般成人一日の歩数は、Ｓ・Ｍ(f）
46才7,200歩、Ａ、Ｙ([)28才6,400歩、と歩数のみを比べても明らかに少ない。これは一日に占め
る被験者のベット上での静止時間が長いことにもよるが、季節的にも冬季ということもあって、移動
が少なく、また粘神分裂病の症状の特徴のひとつである無為、無気力な状態であり、欠陥症状として
の特発的なこともなく、特に目立った動きや行動はみられなかった。
－１３５－ 
法政大学体育研究センター紀要
考察
２４時間における被験者のベット上の静止時間に対し、他の行動時間は非常に短く、休日の検査結
果としては当然であるが、移動状態でも、総移動距離としては少ない。
生活行動の分析については、単純に11種類の分類ができた。被験者は、他の被験者とのコミュニケ
ーションや、移動頻度も少く、行動が少ないことは、この病者特有の病状保有による自閉傾向が著明
なためであったことを証明している。
なお、本研究の一部は昭和62年度日本人間工学会関東支部大会で報告した。
稿を終るにあたり、御指導、御高閲いただきました安藤信義先生、
病院の先生、被験者の皆様、学生の皆さんに深謝いたします。
松本三紀雄、深田恭司の両先生、
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